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項目間類似度を考慮したファジィ測度の構成   
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l■〃（¢）＝0，〃（ズ）＝1 （有界性）   

2．A，β∈2ズ，A⊂βならば〃（A）≦〃（β）   

（単調性）   

定義3類似度行列月＝（riメ）‥   

各要素γijが項目∬iと勺の類似度を表すファジィ  

関係行列である・可到達（反射的かつ推移的）な対  

称行列である．  

類似度により項目間の連関の度合いを考慮した  

r－ファジィ測度を以下で定義する．   

定義4r－ファジィ測度：  

01606491北海道工業大学   

1 はじめに   

ファジィ測度［1］はある項目集合のべき集合に対  

してその重要度を対応させる集合関数である．ファ  

ジィ測度を構成するに当たっては，項目間の連関を  
考慮することが望ましい．これを考慮したファジィ  

測度としては，入－ファジィ測度や北垣のβ－ファジィ  

測度【2】【3］などがあるがと前者は項目間の連関を表  

すパラメータ入を各々の項目間の連関の度合いに  

かかわらず特定の値に固定しなければならないと  

いう難点があり，後者は，各々の項目間の連関の度  

合いを考慮できるものの，連関の度合いを相関係  

数という統計量七表しており，連関の度合いを何  

らかの定量的な方法で求めることとなる．しかし，  

評価において質的データを扱う上では必ずしも適  

当ではない．そこで，考え方としては後者に基づ  

くが，項目集合上のファジィ関係で表現される類似  

度により連関の度合いを表し，これを考慮したファ  

ジィ測度の構成方法を提案する．  
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2 γ＿ファジィ測度およびその他の諸定   

義■諸記号   

本節では，項目間類似度を考慮したファジィ測度  
であるγ＿ファジィ測度の定義および本稿で使用す  

るその他の諸定義および諸記号を述べる・   

定義1評価値ベクトルe＝（el，e2，…，em）：   

項目集合ズの各項目エ1，∬2，‥・，ごmに対する評  

価者の主観的評価値を成分とするベクトルである・  

成分eiは評価者が項目エiを重要視する度合い（メ  

ンバシップ値）であり，0≦ei≦1，∀豆である・   

定義2ファジィ測度〃：   

有限集合ズ＝（ヱ1，〇2，…，エれ）のべき集合を2ズ  
とするとき，2ズから［0，1】への集合関数〃が次の  
性質をもつとき，〃はファジィ測度と呼ばれる・  

∧〈A  
〃（5∪（∬‘））  

但し，∬は定数，g⊆ズ，Jは5に，∫はズに  

対応する添字集合，ぶ＼（勺）は5から∬jを除いた  

集合，∧，∨はそれぞれ，最小値と最大値を取る演  

算である・両式共，第一の中括弧の∧（1－rたj）の部  

分では着目している要素∬たとそれよりも重要度の  

低い要素との比較は意味が少ないと考えられるの  

でeた≦eブなる条件を付加している．eた≦ejなる  

Jが存在しない場合は1とする・（2）式でg＝ズの  

場合，第二の中括弧の値は1（＝些（ズ））とする・ま  

た，た≠Jなるすべての（た，ブ）に対してrjた＝0な  
らば，これらの測度は，ズの単一要素についての  

測度の比がその主観的重要度の比に等しい加法的  

測度となる．両式の第一の中括弧内の∧（・，・）の式  
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は，他の要素との類似度の高い要素の重要度を減  

らす役割を果たし，第二の中括弧は単調性を満た  

すためのものである．  1
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3 数値例  

項目集合をズ＝（ご1，エ2，∬3，∬4），各項目に対す  

る主観的重要度のベクトルをe＝（．2，．3，．5，．7）とす  

る．ズに関する類似度行列月は図1のように与え  

られるとする．参考までに，これをグラフ表現した  

ものを図2に示す．このとき，ズの各部分集合に対  
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表1：各部分集合に対するファジィ測度の値   

要素の測度が小さくなっていることにのみ，項目間  

の類似度が反映されている．また，声は複数の項目  

からなる部分集合の測度が劣加法的である場合（例  

えば声（2）＋声（3）＞声（2，3））も優加法的である場  

合（例えば声（1）＋声（4）＜声（1，4））もあり，各項目  

間毎の類似度がこの部分にも反映されている．こ  

の点では好ましいモデルであるといえる．  

図1：類似度行列月  

4 おわりに   

本稿では，類似度により項目間の連関を考慮した  

ファジィ測度としてr－ファジィ測度を提案した．  

今後の課題としては，具体的な評価問題への応用  

が挙げられる．  

図2：類似度行列のグラフ表現   

するr－ファジィ測度の値は表1のようになる．また，  

参考として，入－ファジィ測度汐入（入＝1．0）およびズ  

の単一要素についての測度の比がその主観的重要度  

の比に等しい加法的測度の値を記す．但し，〃につい  

ては∬の値を（1）でβ＝ズとして求め（∬＝1．4），  
声については，∬の値を（2）式でg＝ズとして求  

めた場合（∬＝1・4）とVi∈∫声（ズ＼（∬i））＝1となる  

ように求めた場合（∬＝1．3）を示す．本数値例で  

は〃は加法的であり，他の要素との類似度が高い  
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